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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
四
十
九
条
に
関
す
る
質
問
主
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逢
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
四
十
九
条
に
関
す
る
質
問
主
意
書

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
「
本
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
で
は
、
「
国
民
の
大
部
分
が
現
在
そ
の
免
疫

を
獲
得
し
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
全
国
的
か
つ
急
速
に
ま
ん
延
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
か
か
っ
た

場
合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る
計
画
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
お
け
る

措
置
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
そ
の
他
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
特
別
の
措
置
を

定
め
る
」
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
他
方
、
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
お
い
て
」
「
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に

及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
法
第
四
十
九
条
第
一
項
で
は
、
「
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
特
定
都
道
府
県
の
区
域
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
の
実
施
に
当
た
り
、
臨
時
の
医
療
施
設
を
開
設
す
る
た
め
、
土
地
、
家
屋
又
は
物
資
を
使
用
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
土
地
等
の
所
有
者
及
び
占
有
者
の
同
意
を
得
て
、
当
該
土
地
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
の
規
定
が
あ
り
、
一
方
、
同
条
第
二
項
で
は
、
「
前
項
の
場
合
に
お
い
て
土
地
等
の
所
有
者
若
し
く
は
占
有
者
が
正
当

な
理
由
が
な
い
の
に
同
意
を
し
な
い
と
き
、
又
は
土
地
等
の
所
有
者
若
し
く
は
占
有
者
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
た
め
同
項
の
同

一



意
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
臨
時
の
医
療
施
設
を
開
設
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
に
限
り
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
意
を
得
な
い
で
、
当
該
土
地
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
明

示
さ
れ
て
い
る
。

か
か
る
本
法
の
規
定
は
私
権
の
制
限
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
慎
重
な
運
用
が
欠
か
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一

本
法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
私
権
の
不
当
な
制
限
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る
。
か
か
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
の

で
き
る
根
拠
は
何
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

二

本
法
第
四
十
九
条
第
二
項
で
い
う
「
土
地
等
の
所
有
者
若
し
く
は
占
有
者
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
同
意
を
し
な
い
と

き
」
、
正
当
な
理
由
が
な
い
と
判
断
す
る
の
は
誰
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

三

本
法
第
四
十
九
条
第
二
項
で
い
う
「
土
地
等
の
所
有
者
若
し
く
は
占
有
者
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
同
意
を
し
な
い
と

き
」
、
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
「
同
意
を
得
な
い
で
、
当
該
土
地
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る

が
、
か
か
る
行
政
の
行
為
は
国
民
の
財
産
に
対
す
る
不
利
益
処
分
で
あ
り
、
予
め
ど
の
よ
う
な
基
準
で
行
わ
れ
る
の
か
明
示

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
処
分
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
行
わ
れ
る
の
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

二



四

本
法
第
六
十
二
条
第
一
項
で
は
、
「
国
及
び
都
道
府
県
は
」
、
第
四
十
九
条
の
「
規
定
に
よ
る
処
分
が
行
わ
れ
た
と
き

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
処
分
に
よ
り
通
常
生
ず
べ
き
損
失
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
、
本
法
第
六
十
二
条
第

三
項
で
、
「
前
二
項
の
規
定
の
実
施
に
関
し
必
要
な
手
続
は
、
政
令
で
定
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
処
分
に

つ
い
て
は
、
国
民
の
私
権
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
会
で
制
定
さ
れ
る
法
律
に
明
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見

解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

本
法
第
六
十
二
条
で
い
う
「
当
該
処
分
」
に
よ
り
、
私
有
財
産
を
制
限
さ
れ
る
国
民
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
「
国
及
び
都

道
府
県
」
に
行
政
の
行
為
の
取
消
し
な
ど
の
対
抗
措
置
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


